
令和２年度上半期の業務状況について

１．業務の状況

令和２年度 令和元年度 増減 比率

20,921 20,714 207 1.0%

3,110,191 3,069,212 40,979 1.3%

16,996 16,772 224 1.3%

2,885,033 2,858,478 26,555 0.9%

15,765 15,620 145 0.9%

92.8 93.1 △ 0.3 ―

※受水量    …東総広域水道企業団から購入した水量。

※有収水量 …料金徴収の対象となった水量。

※有収率    …有収水量÷受水量の比率。

２．予算の執行状況 ※金額は、消費税及び地方消費税を含む。

《収益的収支》

　収益的収支とは、水道施設の運転・管理など、事業を運営するための収支のことです。

（単位：円）

予算額 執行額 執行率

1,666,048,000 714,247,239 42.9%

営業収益 1,456,843,000 714,185,636 49.0%

営業外収益 209,205,000 61,603 0.0%

1,479,162,000 597,982,080 40.4%

営業費用 1,426,235,000 592,917,038 41.6%

営業外費用 31,680,000 5,065,042 16.0%

特別損失 1,247,000 0 0.0%

予備費 20,000,000 0 0.0%

《資本的収支》

　資本的収支とは、水道施設を建設・整備するための収支のことです。

（単位：円）

予算額 執行額 執行率

98,118,000 10,433,500 10.6%

企業債 44,000,000 0 0.0%

出資金 12,260,000 0 0.0%

負担金 11,732,000 0 0.0%

給水申込納付金 30,126,000 10,433,500 34.6%

235,357,000 83,987,429 35.7%

建設改良費 171,424,000 62,184,170 36.3%

企業債償還金 43,932,000 21,803,259 49.6%

その他 1,000 0 0.0%

予備費 20,000,000 0 0.0%

令和２年度上半期の給水件数、受水量、有収水量ともに前年度同期より増加しています。
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